
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

大学院入試形態 の 変化 と受験生 の 意識 に 関す る社会学的考察

一 一 面接だ け で 受験 で き る東 大 京大早 慶 な ど の 有名校 の 事例 を申心 に

赤 韈達也 （早稲 田大学大学院）

序 　本研 究 の 諜 題

　文部省 の 大学院 の 拡充政策 に よ り、大学

院は 激増 した 。 質的 レ ベ ル の 問題 、定員割

れ の 問題 な ど、大学院 をめ ぐっ て は諸問題

ガ横た わ っ て い る。大学院改革に 関す る先

行研究 で は 、制度面 な ど の 大 きな流れ に っ

い て の 研究 は あ るが 、現場 の 生 の 実態 は研

究 され て い ない 。

　私 は硬 究 の 傍 ら、 東京 の 高 円寺の 大 学編

入 ・大学院受験予 備校 の 老 舗 で 、業界 最大

手で あ る学校 法人羽場 学園専修 学校 中央ゼ

ミナ ー
ル に お い て 大学院受験 指導を行 い 、

社 会学、経営学 、 政策系、 IT 、人類学、

地域研 究、比 較文 化、環境 な ど多岐に渡 る

分野 へ 250 人 程の 合格者を 生み出 し て 来た 。

　そ こ で 本 発表で は、大学院受験 予 備校 で

の フ ィ
ー

ル ド ワー
ク を交 え 、 大学院受験 の

変化 、 受験生 の 意識 を考察 し、現在 の 大 学

院、今後の 大学院 に つ い て 考 え た い
。

1 章　大 学院受 験形態 の 変化

　一一一昔前の 大学院受験 と言 えぱ、学部 で し

っ か り研 究 し た勉 強 マ ニ ア が 、さらに マ ニ

ア ッ ク に学的真理 を追究す る た め に 大学 院

に進学す る こ とが 当た り前 で あ っ た。入 試

科目は外 国語 の 和訳 と難解 な専門科 目、研

究計画 書 を中心 と した 面接 で あっ た 。 しか

し現在 、面接だ けで 入 れ る大学院、英語が

なく論 文 （奪門か 小 論文 ）と面接 の 大 学院、

な ども増加 申 し 、 入試 の 省 エ ネ化が進行 中

で ある 。

　旧帝鬮大 学 な ど の 難関国立 大学、早稲 田、

慶應、上 智、MARCH （明治、青山学院、立

教 、中央 、 法政）、 関関同 立 （関西 、関西 学

院 、讎志社、立 命館）な どの 有名校 に お い

て 、入試 の 多様化 が進 ん で い る 。

　意外 な こ と に 、入 試科 目 の 省力 化 は難 関

校 で 進み 、 日東駒専 、 産近 甲龍、な ど の 中

堅校で は 、お お む ね し っ か りと筆記試験 が

ある。侮 らか の 形 で 面接 だけ で受験 で きる

入 試 形 態が あ る大 学院研 究科 と して は 、以

下の よ うな と こ ろが あ る 。

　東京大学大学院新領域創成 科学研 究科、

京都大 学大 学院経営管理 教育部、北海 道大

学大学院経済学研 究科、北海 道大学公 共政

策 大学院、東 北大学大学院経済学研 究科

名 古屋 大学大 学院法学研 究科、九 州大学大

学院法 学府、九 弼大学大学院経済学府、一

橋大学 大学院社会学研究科 、

一
橋 大 学大学

院 商学研 究科 、

一
橋 大学大 学院経済学研究

科、
一

橋大学大学院法学研究科、一橋大学

大学院言語社会研究科 、

一
橋大 学大 学院国

際企 業戦略研 究科 、東京 工 業 大学大学院社

会理 工 学研 究科 、 東京工 業大学大学院 イ ノ

ベ ーシ ョ ン マ ネ ジ メ ン ト研 究科 、 早 稲田 大

学大学院政治 学研 究科 、早稲 田大学大 学院

公 共経営研 究科 、 早稲 碑大学大学院 情報生

産シ ス テ ム 研究科、早稲 田大 学大学院圏際

情報通信研 究科、早 稲 田大学大学院フ ァ イ

ナ ン ス 研究科 、 早 稲田大 学大学院環境 ・エ

ネル ギー研究科 、早稲 田大学大学院 ス ポ ー

ツ 科学研究科、早稲 田大学大学院教職研究

科 、慶應義塾大学大学院 メデ ィ アデ ザイ ン

研究科 、慶應義塾大学 大学院 シ ス テ ム デザ

イ ン マ ネジメ ン ト研究科、慶應義塾大学大

学 院経済学研究科、慶應義塾大学大 学院商

学研 究科 、 一ヒ智大学大 学院 地球環 境学研 究

科 、上智大学大 学院文学研 究科な ど。 （
一

切

英語 不要で 面接 だ けの 形態 、TOEFL ，

TOEIC の 提 出が 必 要 な 形 態 、 社 会入 は

面 接だ け の 形態 、書類 審査 が通 れ ば娵接だ

け の 形態な ど。文系、文理 融合 研 究 科に 限

る 。 学内推薦は 除 く。ロ
ー

ス ク 巴 ル も除 く 。

修 士 課 程 の み 。 ）
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2 章 　大 学院 受験 生 の 愈 識 の 変化

　大学院に 近 ごろ進学する 人 々 を類型化す

る と、  学者志望 系 、   資格取得系、  生

きが い 趣味 系、  ス テ ッ プ ア ッ プ 系 に なる。

　  は 、 研 究一
筋の 人 生 を 目指 して 大学院

で 研鑽 を積 も うとい うタイ プ 。  は、臨床

心理 士 、税 理士試 験の 科 目免除 、教員免許

取得な ど を 目的 とす る タイ プ 。   は 、 自分

の 仕 事や趣味 と い っ た ライ フ ワ
ー

ク を学街

的に 見 つ め直す タイ プ。  は、立身 出世 の

た め に、 よ り詳 しい 専門知識 を身に っ ける

実務系 の 大学院 へ の 進 学や 、仕 事で レ ベ ル

ア ッ プす るた め に 有名校 出身の 経歴 を身 に

つ け る こ とや 、 大学受験で 満た され なか っ

た思い を大学院受験で 果 た し、最終学歴 を

塗 り替 える こ とな どを 目指す い わゆ る学歴

ロ ン ダ リ ン グな ど の タイ プ で ある 。

　 中央ゼ ミナ
ー

ル の 事例 で は 、     も コ ン

ス タ ン トに い る が 、    が増加 中で あ る。

  の 場合 も 、 研 究者養成 に強い 大学院に合

格で きな けれ ば 、 ブラ ン ド大学 の 実務系な

ど ど こ か の研 究科を併願 をす る傾向が 強い 。

また、どの パ ターン で も、せ っ か くな らば、

ネ
ーム バ リ ュ

ー
の あ る大学院 へ の 進学 を希

望 す る人 が 多い
。

　 研 究 したい こ とが あ り、それ に合 う大学

院を受験 す る とい うの が 従来 で あ っ た が、

受験 科 目に よ っ て、研 究内容 を決 め る ケ
ー

ス が 増 えて い る。 傍 え ば、面接 だ け 、 あ る

い は小論文 と面接 だ けの 大 学院に タ
ーゲ ッ

トを しぼ っ たな らば、受験 先に合 わせ て 研

究テ
ー

マ を変えて複数系統 の 受験 をす るケ

ー
ス は 珍 し くない 。

　 例 え ば 、 環境問題 に 関心 が あ る こ とに し

た な らば、政策 系 大学院で は、環 境 NPO

と行政 の 連携 を研 究テ
ー

マ と し、 王 T 系 大

学院で はネ ッ トワ ー
ク コ ミ ュ ニ テ ィ を活用

した環 境 NPO をテ
“一一マ に し、 フ ァ イ ナ ン

ス 系大学院で は 環境 NPO の 資金 調達 を テ

ー
マ にす る とい っ た具合で あ る。

　大学受験の 際 に 、英語 ・国語 ・社会 を勉

強 して い た ら 、 文学部 、 法学 部、経済学部

な どを併願す る こ とは 多々 あるが
、 大学院

も入 試 科 目で選 ぶ よ うに な っ て い る の で あ

る。 とにか く名の ある とこ ろで ある こ とで

越 し た こ とは ない とい う意識 が強 く、 入 試

科 目は少 ない と こ ろ が あれ ば 、 うれ し い と

い う意識 が強 い 。大学院 の 記 丹化 とで も言

うべ き現象 で あ る。 し っ か りと筆記 がある

ところ も受 け つ つ
、 省 エ ネで受 け られ る有

名 校 も併願 す るケース が 多い 。

結 　本研 究 か ら の 示 唆

　大 学院 が量 的 に 増加 し た もの の 、供給過

多 で 、定員割れ も恒常化 してお り、大学院

は入 りやす くな っ て い る 。 学歴 社会の 最高

位 で あ る大学院が 、実は最 も合格チ ャ ン ス

が大 きい とい うパ ラ ドッ クが ある。

　受験生 と し て は 、 大学受 験の 失敗 に よ り 、

ハ ビ ト ゥ ス が合 わ ない 大学で 鬱 々 と した気

持ちで 4 年 間過 ご して も 、 大学院受験 で ハ

ビ ト ゥ ス が合 うとこ ろ に 移 っ て い きい き し

て、学歴社 会に お け る癒 しと救 い を得やす

くな っ て い る。 幸福 を感 じる入 が 現実に 増

えて い る が、大 学院 の 質的維持 の 問題 も同

時に生 じる。

　 大学院 の 受験生確保 と質的水 準 の 維持 の

両 立は非 常に難 し い 閙題 で あ るが 、 大 学院

受験人 口 の 増加 が 、N本 の 大 学院 の底 上 げ

に つ なが るた め、大 学院は勉 強 マ ニ ア だ け

が行 くと こ ろで ある とい う世間の 誤解 を解

き つ つ
、 受験人 口 を増 やす こ とが必 要不 可

欠 で あ ろ う。
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